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1．東京医科大学の沿革1－6）
　東京医科大学のルーツを探ってみると、そのオリ
ジナルは1916年（大正5年）5月16日、日本医学
専門学校からの450余名の総退学であろう。当時学
生は、県人会単位身元保証人が決められており、学
生並びに保証人たちはかなりの議論の末の退学で
あったと考えられる。実際、この身元保証人の方々
がこの後学生に援助協力をされるのである。退学し
た450余名の学生は、行く場所がなく、学年単位で
或いは、全体会議で今後の方針について話し合った
と思われる。そういう流れの中で、元沖縄県知事で
あった高橋琢也先生（図1）を中心にした動きが表
面化してくるのである。一方、学生の中には脱落し
ていく者が続出し、4学年の後藤哲雄を議長に団結
を強める必要性があったものと想像される。
　さて、ここで前後するが、日本医学専門学校より
の総退学の理由である。資料があまり無いので不明
な点もあるが、まず第一には、4学年を終了した時
点で入学時約束されていた無試験開業指定の資格が
その時点で取れなかった事があげられる。次に、学
生教育の充実度が低く、設備の面でも問題があった
ものと考えられる。この事は連署血判の中に数多く
の卒業生が含まれており、実際この2年後、東京医
学専門学校が出来てもさらにその2年後（1920年、
大正9年4月）の無試験開業指定の資格取得まで待
たなければならなかった者もいたのである。そして
第二の理由、この方が正しいかもしれないが、前年
（1915年12月18日）に学生全体会議で日本医学専
門学校の経営者に対し、三項目の要望を出している。
①理事の退任、②落：ち着くまでの休講、③退学
処分者が出た場合は全員が退学する、というもので
あった。3月卒業式、4月入学式が終了して5月に
入ると学生達は文務省に窮状を訴えたことから、学
校側は13名退学、20尊名の無期停学処分を行った。
図1　高橋　琢也（1847年12月17日～1935年1月19日）
＊本論文は2009年1月16日に行われた最終講義の要旨である。
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この時点で学生全体会議と保証人全体会議で総退学
を決定した。
2．佐藤達次郎先生の功績1’3）
　さて、1916年（大正5年）5月16日総退学をし
た学生達は、この後数多くの方々の援助のもと、同
年9月ll日東京物理学校（現東京理科大学）の中
に教室を借り、東京医学講習所の開設にこぎつけた
のである（講i義料30円、実習料15円との記載があ
る）。この時の教務主任が本郷順天堂医院（病院）（図
2）外科の佐藤達次郎先生（図3）であり、父親（義
父）にあたる佐藤進先生は順天堂医院の院長をされ
ながら東京医学講習所の顧問として協力してくだ
さっている。順天堂は佐倉の地で塾を開き佐藤泰然
がその創設者とされている。話を佐藤達次郎先生に
戻すが、外科領域がその専門分野で本郷の順天堂医
院の手術室を東京医学講習所の学生のために開放し
て下さったのである。佐藤達次郎先生は、幼少期病
弱であったといわれており、体育の重要性を実感さ
れ順天堂に体育学部を造設されている。赤坂のご自
宅には当時ではめずらしくテニスコートがあった。
その他馬術、柔術、剣道、ヨット、相撲などスポー
ツ好きで知られていた。当時ではめずらしくはな
かったが乗馬にて通勤されており、その写真が残っ
ている（図4）。一方、自動車についても当時の東
京に何台もなかったであろう自家用車で通勤された
話も残っている。また、あまり知られていない話だ
が美術にも造詣が深く、現在の女子美術大学の設立
者の一人でもある。部活動で学生が優勝でもしょう
ものなら、赤坂の料亭で祝宴を行った話が残されて
いるほどである。
図2　川頁天堂医院（外科研修病院）
図3　佐藤達次郎（1868年ll月7日～1959年7月8日）
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図4　佐藤達次郎先生の乗馬での通勤風景
X一
図5緒方知三郎（1883年1月31日～1973年8月25日）
3．東京医学講習所の設立1’3）
　さて、東京医学講習所であるが、開設時に東京医
学専門学校創立準備事務所も併設され、委員長は高
橋琢也先生であった。1918年（大正7年）4月13
日東京医学専門学校が理事長高橋琢也先生、校長佐
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図6中濱東一郎（1857年7月7日～1937年1月19日）
　　上段
　　回生病院スタッフ　下段
図7森林太郎（1862年4月12日～1922年7月9日）
図8　回生病院（内科研修病院）
藤達次郎先生で設立されるまでの問、約2年弱続く
事になる。間借りの身とはいえ病理学緒方知三郎先
生（図5）をはじめとする27名の四々たる教授陣
であった。特筆しておきたい人物としては、外科佐
藤達次郎先生のほか、内科の臨床実習を引き受けた
麹町回生病院の中濱東一郎先生（図6）、並びに、
開成学校（現東京大学医学部）の同級生の森林太郎
（鴎外）先生（図7）である。森林太郎（鴎外）先
生はドイツに留学し医学博士であると共に文学博士
でもあられた。医学の方では、1916年4月に陸軍
軍医のトップである陸軍軍医総監を退任された時期
であり文学的には「高瀬船」の執筆時期にあたって
いる。森林太郎先生については島根県津和野の生ん
だ天才として多くの人に知られており、ここでは省
略するが、1916年（大正5年）9月より1918年（大
正7年）4月まで東京医学講習所の顧問として協力
して下さったことに違いはない。同じくこの時期限
定の先生をもう一人紹介しておく。麹町回生病院（図
8）の中濱東一郎先生である。御存知の方も多いと
思われるが、高知県土佐清水の一漁師から幕府直参
旗本にまでのぼった中濱万次郎翁（ジョン・万次郎）
の嫡男である。ジョン・万次郎と町道場師範団野源
之進の次女鐡（てつ）との間に中濱東一郎先生は生
まれている（1857年7月7日）。中濱東一郎先生は
後に回生病院を東京医学専門学校に極めて安価に売
却されている。この病院が日済病院と名を改め、東
大久保の地に移築して来ることになるのである（図
9）。残念ながら、博済病院は火事で焼失するが、そ
の門に使われていた礎石は今も東大久保の校舎の門
の礎石に使われていることを御存知であろうか。
　話をもどすが中濱東一郎院長の麹町回生病院で内
科臨床実習が行われたのである（図10）。この東一
郎先生も森林太郎先生と同様に東京医学講習所の時
期にだけ指導にあたられていたのである。中濱東一
郎先生43歳の時、中濱万次郎翁は72歳で当時京橋
弓町の東一郎宅で逝去されている（1898年／明治
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．鋤・畠
置雛野壷
図9　東大久保校舎
図10　臨床講義風景
夢
図11　鎌倉病院
30年置享年72歳）。東京医学講習所時代は中濱東
一郎先生59歳の頃であったと思われる。余談とな
るが、中濱万次郎翁の臨終の時、たまたま東一郎先
生は外出しており岡本武次医師の処置が極めて適切
であったので感謝され、後日鎌倉市長谷（鎌倉大仏
付近）に鎌倉病院（図ll）を二人で開院され、現
在も続いている。
図12　中濱万次郎像
4．東京医科大学学祖、高橋琢也先生1－6）
　さて次は、東京医科大学学祖、高橋琢也先生（1847
年12月17日～1935年1月19日）（図1）であるが、
先生は広島県出身であり、ドイツ語を「自主自学」
された話は有名である。1971年（明治3年）開成
学校（後の東京大学）のドイツ語教授をされている
（同時期、中濱万次郎（44歳）は英語の教授であっ
た）。ドイツの軍法規を翻訳されたりしている。また、
農商務省山林局長をされており、森林法を制定した
りしている。原敬首相により、沖縄県知事も経験さ
れた（大正2年～大正3年）。1916年（大正5年）
70歳で東京医学講習所の設立に努力され、東京医
学講習所が物理学校（現東京理科大学）の中に教室
を借りていた時、同時に東京医学専門学校創立準備
事務所を設置し、その委員長をされている。1918
年（大正7年）東京医学専門学校の理事長に就任さ
れている。また、書画、骨董、家、土地すべて売り
払い、東京医学専門学校に寄付されたのは有名な話
である。1916年東京医学講習所が設立されその後
約2年後の1918年、東京医学専門学校の認可を受
けるわけだが、設備その他が不十分であり、専門学
校の認可は難しいと思われていたが、高橋琢也先生
の情熱と人柄で認可にこぎつけたことは後になって
判明するのである。高橋翁なくしては、今の東京医
科大学はありえないのである。450余名の連署血判
した学生達の情熱と志もさることながら、その「青熱
と志に答えた多くの方々がいたからこそ今の東京医
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科大学が存在するのであり、そのどれかが欠けても
成り立ちいかないのである。殊に学祖高橋琢也先生
をはじめ佐藤達次郎先生、中濱東一郎先生、森林太
郎先生、大角桂巖先生、福本誠先生、寺尾亨先生、
秋虎太郎先生などその恩恵を決して忘れてはならな
いだろう。
5．ジョン・万次郎こと中濱万次郎7－19）
　最後になるが、中濱東一郎先生の御尊父中濱万次
郎（ジョン・万次郎、John．　Mung，1827年～1898年、
享年72歳）（図12）に少し触れてみたい。「アメリ
カの歴史に最初に名を残した日本人」である。アメ
リカ合衆国第30代クリッジ大統領には「万次郎の
帰国は日本にアメリカ大使を遣わしたに等しい。ア
メリカの本当の姿をその頃の日本の首脳部に伝え理
解させていた。このためペリーが世界の国々に先駆
けて日本を開国に導きあのような友好条約を結ぶこ
とが出来た。」とまで言わせたのである。またアメ
リカ建国200年を記念（1976年）してスミソニア
ン研究所（博物館）は「過去200年にわたってアメ
表1中濱万次郎（ジョン・万次郎1827～1898）略歴7－19＞
1827年
1841年
1842年
1846年
1849年
1850年
1851年
1852年
1853年
1854年
1855年
1857年
1860年
1862年
1866年
1870年
1871年
1879年
1880年
1898年
一18年後
1916年
0歳
14歳
15歳
19歳
23歳
24歳
25歳
26歳
27歳
28歳
29歳
31歳
33歳
35歳
39歳
43歳
44歳
52歳
53歳
72歳
現在の高知県土佐清水の漁師の次男として生まれる
仲間4人と漂流5日聞。東京から南に650㎞、伊豆諸島の南端「鳥島」へ漂着。143
日間を過ごし、アメリカの捕鯨船ジョン・ハウランド号に救助される。
船長ホイットフィールドは4人をハワイで降ろし、万次郎をマサチューセッッ州の
ニューベッドフォード捕鯨船基地に連れて帰り、さらには自宅のフェアヘブンにも連
れて帰る。
約半年間、オックスフォード校で英語の勉強をし、次の約2年半をバートレットアカ
デミーにて、数学、英語、測量、捕鯨、航海術などを修得する。
フランクリン号に乗船。捕鯨、そして世界を回る。
一等航海士、副船長となってハワイに寄港、漂流した仲間と再会する。
カリフォルニアで金が見つかり、万次郎もこれに参加。
多少の蓄財をして、ボート（アドベンチャー号）を購入。
ハワイで仲間2人と日本帰国を計画。
当時薩摩藩支配の琉球国摩文仁（糸満市大渡海岸）に上陸。
取り調べを受け、鹿児島、長崎を経て土佐へ向かう。
11年10か月ぶりに土佐清水に帰り、母（汐）と再会。
士分に取り立て、高知「教授館」の教授となる。
土佐藩士、河田小龍と出会う。
ペリー艦隊、浦賀沖に出現。
老中首座、阿部正弘より召喚され直参に取り立てられる。
この時に中濱：の性を名乗ることになる
江川太郎左衛門（担庵）の配下となる。
鐡（てつ）と結婚
「アメリカ合衆国航海学書」執筆
「英米対話捷径」執筆
軍艦教授所教授・捕鯨術教授就任
威臨丸（625t）に乗船
37日間かけてサンフランシスコに到着後、57日間滞在
妻、鐡ハシカにて病死（享年24歳）
薩摩藩島津斉彬の命で「開成所」教授に就任
土佐藩山内容堂の命で「開成館」教授に就任
普仏戦争を大山巌らと視察
帰国の際サンフランシスコで船を待っている聞にフェアヘブンにてホイットフィール
ド船長と再会
帰国後、軽度の脳溢血にかかり、快復するも公職を辞す
母、汐逝去（享年86歳）
開成学校英語教授を辞す
東京京橋弓町の中濱東一郎（当時41歳）宅にて逝去（享年72歳）
麹町「回生病院」院長に中濱東一郎（59歳）就任
東京医学講習所の教授兼顧問に就任
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表2　東京医科大学年表
1915年（大正4年）
　12月18日
　　　　・・5か月後…
1916年（大正5年）
　5月16日
　　　　・・4カ、月f麦…
1916年（大正5年）
　9月11日
　　・1年7か月後…
1918年（大正7年）
　4月13日
　　　　・・29年そ麦・一一
1947年（昭和22年）
　4月1日
　　　　　・・5年後…
1952年（昭和27年）
　2月20日
　　　’・56年経過…
2008年（平成20年）
　4月
学年全体会議・保証人全体会議
（3項目の要望書）
450余名　総退学
東京医学講習所
東京医学専門学校
東京医科大学（4年制）
6年制となる
現在
東京医学専門学校設立（1918．9．ll）
より90年経過
450嘉名総退学（19165．16）より
92年経過
リカを訪問した外国人29名」を選んで遺品展を開
催した。ドックビル、クレマンソー、ディケンズ、シェ
ンキビッチ、ドボルザーク、プッチー二等と並んで
ジョン・マンこと中濱万次郎が選ばれたことを見て
も、彼がいかに日本とアメリカとの懸け橋になった
かがうかがい知れるのである。この間日本では新島
裏、森有札、新渡戸稲造ら多くの日本の発展に貢献
した人たちがアメリカを訪れているが、自由の国ア
メリカは土佐清水の一漂流民を選んだのである（表
1）o
　総退学・東京医学講習所設立より92年、東京医
学専門学校設立より90年を経た現在（表2）、東京
医科大学の歴史を語る上で、学生の情熱と志に答え
て下さった多くの諸先輩に対しここに重ねて敬意を
表し筆を置くこととする。
1）
2）
3）
4）
5）
6）
7）
8）
9）
10）
11）
12）
13）
14）
15）
16）
17）
18）
19）
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